
新たな門出に百三十人

一月十日、中央公民館大ホlルで平成十二年成人式が開催され、町内の新成人者百三十人の内、百八人が

記念式典に参加しました。

会場は、真新しいスlツや晴れ着に身を包み、近況報告や思い出話に花を咲かす若者たちの熱気で満ちあ

ふれでいました。(関連記事PU)
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錆
囲
固
定
例
会

由
山
園
の
移
転
改
築
に
伴
う

土
地
購
入
費
な
ど

十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
に
五

億
三
千
九
百
八
卜
五
万
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
頬
は
、
七
十
四
億
五
千
八
百
一

万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
補
疋
さ
れ
た
主
な
使
い

道
は
次
の
と
お
り
で
す
。

[
民
生
費
〕
老
人
福
祉
費
と
し
て
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
!
の
退
職
等
に
よ
る
ホ
l
ム

ヘ
ル
パ

l
設
置
委
託
料
の
減
額
及
び
養

護
老
人
ホ
l
ム
白
山
園
の
移
転
改
築
に

伴
、
つ
土
地
購
入
費
等
一
億
四
百
三
十
六

長
浜
町
議
会
第
四
回
定
例
会
が
、
十
二
月
十
五
日
か
ら
十

七
日
ま
で
の
三
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
、
大
洲
市
及
び
長
浜
町
肱
川
等
治
水
対
策

協
議
会
の
設
置
に
関
す
る
協
議
、
平
成
十
一
年
度
長
浜
町
一

般
会
計
補
正
予
算
(
第
三
号
)
な
ど
の
議
案
二
十
一
件
が
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
例
月
出
納
検
査
、
寄
付
採
納
報
告
書
な
ど
の
議
会

報
告
案
件
三
件
は
全
て
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、
長
浜
町

議
会
議
長
の
解
職
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
の
請
願
案
件
一

件
は
、
賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
、
一
般
質
問
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

一般質問の答弁を行う西田町長

万
六
千
円
を
補
正
。

【
農
林
水
産
業
費
】
農
業
振
興
費
と
し

て、

J
A
愛
媛
た
い
き
が
進
め
て
い
る

み
か
ん
選
果
場
建
設
に
対
す
る
経
営
基

盤
確
立
農
業
構
造
改
善
事
業
補
助
金
及

び
、
中
山
間
に
お
け
る
佐
合
経
営
の
一

環
と
し
て
キ
ュ
ウ
リ
の
生
産
拡
大
を
目

的
と
し
た
、
二
十
一
世
紀
型
農
業
モ
デ

ル
産
地
育
成
事
業
補
助
金
等
二
億
百
六

十
八
万
六
千
円
を
補
正
。

ま
た
、
漁
港
建
設
費
と
し
て
、
櫛
生

漁
港
局
部
改
良
工
事
の
追
加
内
示
に
伴

う
事
業
費
等
九
千
四
百
八
十
一
二
万
円
を

補
正
。
[
災
害
復
旧
費
〕
現
年
度
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
費
と
し
て
、
八
月
の
豪
雨

及
び
台
風
十
六
号
に
よ
り
被
災
し
た
、

町
道
出
海
線
ほ
か
十
件
の
復
旧
事
業
費

等
四
千
二
百
三
十
二
万
五
千
円
を
補
正
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家
公
務
員
の

給
与
改
定
に
準
拠
し
、
町
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。本
町
職
員
の
場
合
、
給
与
で

0
・三

七
%
の
引
き
上
げ
と
な
り
、
初
任
給
で

は
、
高
校
卒
が
十
四
万
一
千
九
百
円
、

短
大
卒
が
十
五
万
一
千
八
百
円
、
大
学

卒
が
十
七
万
四
千
四
百
円
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
期
末
手
当
に
つ
い
て
は
、
本
俸

額
の

0
・
三
か
月
の
削
減
に
よ
り
、
年

間
二
一
・
七
五
か
月
と
な
り
ま
す
。

大
洲
市
及
び
長
浜
町
肱
川
等

治
水
対
策
協
議
会
を
設
置

水
害
の
な
い
町
づ
く
り
の
可
及
的
速

や
か
な
事
業
推
進
の
た
め
、
昨
年
十
月

亡二二コ

限

平
成
十
二
年
度
予
算
編
成

に
あ
た
っ
て

人
口
増
に
つ
な
が
る

政
策
に
つ
い
て

町
独
自
発
行
の

商
品
券
に
つ
い
て

町
民
の
ニ

l
ズ
に

的
確
に
対
応
し
て

質
問
・
:
平
成
ト
二
年
度
予
算
編
成
に

当
た
り
、
福
祉
施
設
関
連
事
業
等
、
町

民
が
将
来
安
心
と
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活

が
で
き
る
よ
う
な
、
中
長
期
的
展
望
に

た
っ
た
政
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
当
町
の
予
算
編
成

に
つ
い
て
は
、
国
の
厳
し
い
状
況
を
踏

ま
え
作
業
を
進
め
て
い
る
。
町
民
か
ら

の
ニ

1
ズ
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う

一
日
付
で
、
大
洲
市
と
長
浜
町
が
「
肱

川
等
治
水
対
策
室
」
を
設
置
し
、
鋭
意

事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
事
業
推
進

の
体
制
強
化
の
た
め
、
平
成
十
二
年
度

か
ら
、
肱
川
等
の
治
水
対
策
に
関
す
る

事
務
を
共
同
し
て
管
四
日
及
び
執
行
す
る

「
大
洲
市
及
び
長
浜
町
肱
川
等
治
水
対

策
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

2-
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社
会
経
済
情
勢
の
推
移
や
因
・
県
の
施

策
の
把
握
に
努
め
、
中
長
期
的
展
望
を

勘
案
し
な
が
ら
も
、
合
理
的
か
つ
効
果

的
な
視
点
を
も
っ
て
事
務
事
業
費
の
徹

底
し
た
節
減
合
理
化
に
努
め
、
施
策
の

実
行
は
、
緊
要
度
の
高
い
も
の
か
ら
重

点
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

主
要
事
業
に
つ
い
て
は
、
長
浜
港
港

湾
改
修
事
業
を
、
五
体
と
し
た
港
湾
整
備

事
業
を
は
じ
め
、
養
護
老
人
ホ
l
ム
白

山
園
用
地
取
得
と
移
転
改
築
工
事
、
晴



海
ふ
れ
あ
い
パ

i
ク
整
備
、
商
品
券
発

行
、
み
か
ん
選
果
場
建
設
に
伴
う
経
常

基
盤
確
立
農
業
改
善
事
業
へ
の
補
助
等

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
中
長

期
計
画
に
つ
い
て
は
、
現
在
審
議
会
・

検
討
委
員
会
で
検
討
い
た
だ
い
て
い
る

長
浜
町
総
合
計
阿
・
長
浜
町
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
基
本
に
、
そ
の
具

体
化
へ
向
け
て
積
樟
的
に
施
策
の
遂
行

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
民
一
九
と
な
っ
た

元
気
な
町
づ
く
り
の
推
進
を

質
問
・
:
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
若

者
定
住
促
進
を
念
頭
に
、
国
・
県
の
指

導
を
得
な
が
ら
企
業
誘
致
を
し
て
職
場

確
保
を
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
、
つ
考
え

る
カ
。答
弁
(
町
長

)
i当
町
の
人
口
減
少

傾
向
は
、
町
づ
く
り
の
根
幹
に
関
わ
る 整備工事が始まった晴海ふれあいパーク

こ
と
で
あ
り
そ
の
対
策
に
憂
慮
し
て
い

る
。
企
業
誘
致
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

昨
今
の
社
会
経
済
情
勢
は
予
想
を
遥
か

に
超
え
る
形
で
冷
え
込
ん
で
お
り
、
当

町
と
し
て
は
、
遊
休
正
業
用
地
の
活
用

や
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
た
最
善
の
努

力
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
地
域
社
会
に
必
要
な
施
設
整

備
は
も
と
よ
り
、
働
く
場
所
と
安
価
な

宅
地
、
住
環
境
整
備
等
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
に
わ
た
り
、
町
民
一
丸
と
な
っ

た
元
気
な
町
ョ
つ
く
り
の
推
進
に
向
け
て

努
力
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

皆
さ
ん
が
利
用

し
や
す
い
仕
組
み
で

質
問
-
町
独
自
で
発
行
し
た
商
品
券

に
つ
い
て
、
登
録
事
業
者
は
現
時
点
で

何
件
で
、
最
終
的
に
は
何
件
に
な
る
の

か
。
ま
た
、
年
聞
を
通
し
て
発
行
す
る

の
か
。
さ
ら
に
、
販
売
窓
口
を
各
公
民

館
ご
と
に
で
き
な
い
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
商
品
券
取
扱
庖
で

あ
る
特
定
事
業
者
は
、
十
一
一
月
卜
同
日

現
在
百
七
十
件
で
、
最
終
的
に
何
件
に

な
る
の
か
は
断
言
で
き
な
い
が
、
今
後

も
、
申
請
が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
登
録
し

て
い
く
。
販
売
は
年
間
を
通
じ
て
行
、
つ

が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
に
つ
い

て
は
特
別
会
計
で
枚
数
を
制
限
し
て
い

る
の
で
、
制
限
枚
数
に
達
し
次
第
終
わ

ら
せ
て
い
た
だ
く
。
販
売
窓
口
に
つ
い

て
は
、
利
便
性
を
考
え
れ
ば
各
金
融
機

関
等
も
考
え
ら
れ
る
が
、
地
方
自
治
法

に
規
制
が
あ
る
。
今
後
は
、
商
品
券
の

問
題
を
検
討
す
る
た
め
の
運
v

官
委
員
会

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

黙
認
を
し
た
と
一
一
一
口
わ
れ
る

筋
合
い
は
な
い

質
問
:
前
回
の
議
会
で
、
企
業
の
税

金
問
題
の
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
町
長

の
答
弁
は
「
悪
質
と
か
脱
税
と
か
い
っ

た
も
の
で
は
な
い
。
」
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
長
浜
町
の
指
名
業
者
と
し
て
の

適
否
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
は
ど
う
な
っ

た
の
か
。

次
に
、
議
長
選
出
問
題
に
つ
い
て
町

長
に
質
問
状
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
事
実

と
達
、
っ
と
し
て
受
取
り
を
拒
否
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長

)
i脱
税
問
題
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
私
は
現
時
点
に
お
い
て

も
、
九
月
の
定
例
会
で
お
答
え
し
た
と

を
設
置
し
、
公
民
館
等
で
の
販
売
も
視

野
に
入
れ
た
形
で
、
皆
さ
ん
が
利
用
し

や
す
い
仕
組
み
等
に
つ
い
て
検
討
い
た

だ

き

た

い

と

考

え

て

い

る

。

中

野

茂

明

謹
四
国
圏
内

お
り
認
識
し
て
お
り
、
そ
の
答
弁
を
変

え
る
つ
も
り
は
な
い
。
ま
た
、
指
名
業

者
と
し
て
の
問
題
検
討
に
つ
い
て
は
、

町
建
設
工
事
請
負
工
事
選
定
要
綱
・
県

建
設
一
上
事
指
名
停
止
処
分
要
綱
等
に
基

づ
き
助
役
に
見
解
を
求
め
、
問
題
の
な

い
旨
を
確
認
し
て
い
る
。

次
に
、
議
長
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る

肱
川
河
川
改
修
に
つ
い
て

国
道
豆
七
八
号
f
J
仁
久
ま
で

の
道
路
改
良
に
つ
い
て

段
階
的
に
関
係
者

全
員
に
ご
説
明
を

一般質問の答弁が行われる町議会一

が
、
質
問
状
に
つ
い
て
は
、
事
実
と
速

い
、
誠
に
激
し
い
文
一
一
一
口
の
内
容
で
あ
っ

た
た
め
、
受
け
取
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
と
申
し
上
げ
た
の
で
あ
る
。
議
会
人

事
に
つ
い
て
は
、
そ
の
権
限
の
な
い
町

長
は
志
見
を
述
、
べ
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、

黙
認
を
し
た
と
言
わ
れ
る
筋
合
い
は
全

く
な
い
。叶

岡

広

志
諜
醐
ロ
貝

質
問
・
・
・
激
特
事
業
の
五
か
年
も
今
年

度
で
終
わ
り
、
対
象
以
外
の
地
区
は
、

今
後
一
般
改
修
事
業
で
整
備
さ
れ
る
こ

3 



と
に
な
る
が
、
一
般
改
修
事
業
費
の
増

額
を
同
・
県
に
働
き
か
け
て
も
ら
い
た

い
。
ま
た
、
大
和
地
医
の
改
修
に
つ
い

て
、
地
権
者
へ
の
説
明
会
は
い
つ
頃
聞

か
れ
る
の
か
。
さ
ら
に
、
改
修
に
伴
、
っ

県
道
長
浜
保
内
線
の
付
け
替
え
に
つ
い

て
、
回
。
県
と
の
協
議
の
進
捗
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)

E

:

一
般
改
修
事
業
費

の
増
額
に
よ
る
整
備
促
進
は
、
町
民
の

生
命
財
産
を
保
全
す
る
上
か
ら
も
杭
め

て
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
大
洲
市
と
と

も
に
本
年
も
二
度
に
わ
た
り
建
設
省
で

流
域
の
実
状
を
説
明
し
、
理
解
を
い
た

だ
い
た
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

大
和
地
区
宅
地
等
水
防
災
対
策
事
業

の
地
元
説
明
に
つ
い
て
は
、
肱
川
下
流

促
進
連
絡
調
整
協
議
会
で
検
討
し
て
お

り
、
随
時
、
関
係
者
の
代
表
で
あ
る
役

員
さ
ん
と
協
議
し
、
段
附
的
に
関
係
者

全
員
に
ご
説
明
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
主
要
地
方
道
長
浜
保
内
線
の
大

和
地
内
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
も
、
現

在
県
に
お
い
て
検
討
い
た
だ
い
て
お
り
、

十
分
協
議
を
重
ね
、
計
画
決
定
を
お
願

い
し
て
い
き
た
い
。

早
期
完
成
に
向
け

県
に
強
く
要
望
し
て
い
る

質
問
:
・
仁
久
か
ら
国
道
三
七
八
号
ま

で
の
道
路
改
良
に
つ
い
て
、
地
図
混
乱

医
域
の
一
訂
正
作
業
は
ど
こ
ま
で
進
捗
し

て
い
る
の
か
。

知
的
障
害
者
の
現
状
抱
握
に
つ
い
て

障
害
者
の
た
め
の

施
設
改
善
に
つ
い
て

障
害
者
の
一
擢
用
対
簸
に
つ
い
て

過
疎
パ
ス
路
線
対
策
に
つ
い
て

河川改修が予定される大和地区

知
的
障
害
者
更
生
施
設
の

早
期
整
備
を
期
待

質
問
-a
知
的
障
害
者
の
実
態
を
ど
う

把
怪
し
て
い
る
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
・
現
在
、
本
町
の
療

育
子
帳
を
所
有
し
て
い
る
方
は
六
十
五

人
お
ら
れ
、
相
談
や
日
常
生
活
用
具
の

給
付
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
知
的
障

害
者
を
扶
養
さ
れ
て
い
る
ご
家
屈
の
将

答
弁
(
町
長
)
ム
ネ
路
線
は
、
本
町

の
発
展
を
担
う
主
要
幹
線
道
路
で
あ
り
、

関
係
者
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
早
期

完
成
に
向
け
県
に
強
く
要
望
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
公
園
混
乱
筒
所
に
つ

い
て
は
、
訂
正
作
業
を
逐
次
行
い
な
が

ら
整
備
促
進
を
図
る
計
画
で
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
現
在
は
県
単
独
事
業

で
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
、
国

庫
補
助
事
業
の
導
入
等
に
よ
り
整
備
の

促
進
を
凶
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
を

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

壇

晃

芳

彦

一
4

一
開
園
田
円

来
に
対
す
る
一
小
安
解
消
の
た
め
、
県
の

障
害
者
施
策
重
点
実
施
計
両
に
よ
る

「
知
的
障
害
者
史
生
施
設
」
の
早
期
整

備
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

身
体
障
害
者
に

優
し
い
町
、
つ
く
り
を

質
問
:
身
体
障
害
者
の
社
会
参
加
に

鑑
み
、
公
共
施
設
の
改
者
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

h
f
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#
C
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口

A
B
H
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A
Z
 

あれ、ゐ

答
弁
(
町
長
)
:
・
障
害
者
に
対
す
る

施
策
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
障
害
の
な

い
人
と
と
も
に
普
通
に
生
活
で
き
る
社

会
ε

つ
く
り
、
と
い
う
理
念
に
基
づ
き
進

め
ら
れ
て
い
る
。
当
町
に
お
い
て
は
、

古
い
建
物
で
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
卜

分
整
備
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
状
で
あ

る
が
、
今
後
計
画
さ
れ
る
公
共
施
設
に

つ
い
て
は
、
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
身
体

障
害
者
に
優
し
い
町
午
つ
く
り
を
心
が
け

た
い
と
考
え
て
い
る
。

大
洲
職
業
安
定
所
と

連
携
を
と
り
な
が
ら

質
問
E
E
'

身
体
障
会
者
の
一
雇
用
促
進
と

し
て
、
働
く
場
所
の
確
保
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
障
存
者
の
雇
用
対

策
に
つ
い
て
は
、
大
洲
職
業
安
定
所
が

中
心
と
な
り
雇
用
の
拡
大
が
図
ら
れ
て

お
り
、
今
後
、
法
定
雇
用
率
未
達
成
企

業
に
対
し
、
雇
用
へ
の
理
解
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
本
町
に
つ

い
て
も
、
大
洲
職
業
安
定
所
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
雇
用
促
進
を
凶
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

4 

地
域
協
議
会
の

結
果
に
基
づ
い
て

質
問
・
現
在
町
内
で
は
、
過
疎
パ
ス

路
線
対
策
事
業
補
助
金
に
よ
り
、
一
三
路

線
で
南
予
パ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
は
国
の
政
策
転
換
等
を
通
じ
て
、

撤
退
も
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
c

答
弁
(
町
長
)

j
当
町
に
お
い
て
は
、

大
洲
長
浜
棋
を
除
く
一
一
一
路
線
に
つ
い
て
、

町
が
欠
損
額
の
」
部
を
補
填
し
維
持
継

続
を
凶
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し

か
し
、
千
成
十
二
一
年
度
に
は
「
乗
合
パ

ス
の
需
給
調
整
規
制
」
が
駈
止
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
事
業
者
の
判
断
に
よ
り

容
易
な
路
根
廃
止
が
可
能
に
な
る
。
こ

れ
に
伴
、
つ
対
策
と
し
て
、
現
在
、
県
・

市
町
村
田
パ
ス
協
会
・
運
輸
局
等
を
メ

ン
バ
ー
と
し
た
「
パ
ス
関
係
生
活
交
通

の
確
保
に
関
す
る
検
討
会
」
を
随
時
開

催
し
、
県
を
主
体
と
し
た
「
地
域
協
議

会
」
の
設
立
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

平
成
十
三
年
七
月
間
一
に
、
同
協
議
会
で

今
後
の
公
的
補
助
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
方
向
付
け
が
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て



い
と
思
っ
て
い
る
。

お
り
、
こ
の
結
果
に
基
づ
き
対
応
し
た

一
わ
た
し
は
、
身
近
に
起
き
た
あ

一
る
差
別
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

一
た
。
そ
れ
は
去
年
の
更
休
み
の
こ

一
と
で
す
。
広
が
小
学
校
の
プ

l
ル

一
か
ら
一
人
で
捗
い
て
帰
っ
て
い
ま

一
し
だ
。
す
る
と
そ
の
途
中
、
水
直

一
仁
事
を
し
て
い
る
場
開
仁
出
く
わ

一
し
ま
し
た
u

そ
こ
で
は
、
汗
水
平

一
ら
し
て
一
生
懸
命
仕
事
を
し
て
い

一
る
三
、
山
人
の
お
じ
さ
ん
お
ば
さ

一
ん
が
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
人
た

一
ち
を
見
て
、
「
こ
ん
な
暑
い
の
に
え

一
ら
い
な
あ
。
」
と
感
心
し
な
が
ら
、

一
近
づ
い
て
行
き
ま
し
た
。
寸
る
と

一
そ
の
時
、
私
の
ち
ょ
っ
と
校
ろ
か

一
ら
こ
ん
な
戸
が
聞
こ
え
て
き
た
の

一
で
す
。

一
「
あ
ん
な
パ
カ
ら
し
い
れ
事
に
つ

一
い
た
ら
、
い
け
ん
ぜ
。
」

一
私
は
お
ど
ろ
い
て
ふ
り
向
き
ま
し

一
た
c

す
る
と
、
回
、
五
最
の
男
の

一
千
の
手
を
ひ
い
た
お
母
さ
ん
が
、

一
子
と
も
に
話
し
か
け
て
い
た
の
で

一
そ
の
時
す
ぐ
に
、

事E縄学播麗抹混沼通義っ蕗運転者昔
~積雪国凍結時の車の変通事故を防ぐ~

冬は、道路の雪や氷が原因で起こるスリップ事 ~iÝ:

や迫突主故が多発します」フ雪が降ったら運転しない

の7うfー香それでもハンドルを握るときは、細心の

注意を払って運転しましょう

そ
れ
は
差
別

醒麗監謹直醤簡

と
は
た
し
て
い
る

の
に
、
そ
ん
な
差

別
を
う
け
る
理
由

な
ん
か
あ
り
ま
せ

ん。「
な
ん
で
そ
う
い

う
?
)
と
を
一
吉
、
つ
ん
で
す
か
。
そ
れ
は
差

別
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
。
」
私
は
、
心

の
中
で
こ
う
叫
ん
で
い
ま
し
た
c

今
に

な
っ
て
忠
え
ば
、
直
接
言
え
ば
よ
か
っ

た
な
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、
み
ん
な
が
偉
い
と
思
っ

て
い
る
政
治
家
や
、
大
学
の
先
生
よ
り
、

こ
う
し
て
直
接
体
を
助
か
し
て
働
い
て

る
工
事
の
お
ば
さ
ん
や
お
じ
さ
ん
の
ほ

う
が
ず
っ
と
立
派
だ
と
思
い
ま
す
〉
一
実

際
に
私
の
家
の
近
く
で
交
通
整
理
を
し

実

⑨

寸

)

，

」

一

Q

F

I

一

、

旬

。〆'
j
i
/
¥

o
d
r
k
)
/

、

、

四

い
も
の
を
、
正
予
を
し
て
い
る
お
・

ピ
さ
ん
や
お
ば
さ
ん
は
持
っ
て
い
一

る
こ
と
を
、
み
ん
な
仁
一
七
日
い
聞
か
一

せ
て
い
き
た
い
で
す
。
私
は
、
工

事
の
お
じ
さ
ん
お
ば
さ
ん
か
ら
、
一

き
れ
い
な
笑
顔
や
、
優
し
い
心
づ
一

か
い
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
い
ま
し
た
。
一

今
い

L
め
や
、
差
別
が
い
っ
ぱ
一

い
道
に
こ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。
学
一

校
に
も
あ
る
と
思
い
ま
す
一
し
足
で
一

カ
バ
ン
や
体
を
け
っ
た
り
、
困
る
一

い
や
が
ら
せ
を
し
た
り
、
無
視
し
一

た
り
:
・
た
ぶ
ん
人
を
無
視
し
た
一

こ
と
が
あ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
一

す
わ
た
し
だ
っ
て
あ
り
ま
す
c

一

だ
か
ら
今
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
一

気
を
つ
け
合
っ
て
、
差
別
の
な
い
一

世
の
中
に
し
て
い
き
た
い
と
忠
い
一

ま
寸
c

一

わ
た
し
は
、
こ
れ
か
ら
は
差
別
一

や
い
じ
め
を
し
ま
せ
ん
c

な
ぜ
な
一

ら
、
自
分
が
差
別
そ
う
け
た
ら
、
一

嫌
だ
か
ら
で
す
。
そ
の
こ
と
を
、
一

み
ん
な
も
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
一

5-



長
浜
町
学
校
給
食
問
題
審
議
委
員
会
で
は
、
平
成
十
一
年
三

月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
審
議
委
員
会
以
来
、
今
日
ま

で
「
長
浜
町
学
校
給
食
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
、
各
委
員
に
よ

る
広
範
な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
そ
の
概
要
が
集
約
さ
れ
、
当
委
員
会
の
答
申
が

出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

し先融静

各
審
議
委
員
の
意
見

-
愛
情
弁
当
と
給
食

①
長
浜
町
に
お
い
て
は
、
永
年
子
ど
も

に
は
親
の
手
作
り
愛
情
弁
当
が
何
よ
り

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
続
け
ら
れ
て
き

た。②
弁
当
に
よ
っ
て
、
親
が
子
を
想
い
、

子
が
親
を
想
う
心
の
交
流
が
図
ら
れ
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。

③
弁
当
は
限
ら
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
と
な
り
、

冷
た
く
な
っ
た
弁
当
は
、
お
の
ず
と
昧

が
濃
く
な
り
、
健
全
な
食
と
な
り
に
く

L
V
 
④
子
ど
も
に
食
の
教
育
を
す
る
の
は
、

親
の
責
任
。

⑤
愛
情
弁
当
の
は
ず
が
、
子
ど
も
の
嫌

い
な
も
の
は
入
れ
な
い
で
、
冷
凍
食
品

な
ど
の
出
来
合
い
物
が
多
く
な
る
等
、

本
当
の
意
味
で
の
愛
情
弁
当
に
な
っ
て

い
る
か
疑
問
で
あ
る
。

⑥
子
ど
も
の
好
み
に
合
っ
た
も
の
に
な

り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な
い
。

⑦
母
親
と
子
ど
も
の
関
係
の
中
で
、
心

の
教
育
が
要
求
さ
れ
る
。

⑧
今
か
ら
で
も
学
校
給
食
を
止
め
て
、

弁
当
に
と
い
う
声
が
出
て
い
る
市
町
村

も
あ
る
。

⑨
給
食
は
残
飯
が
出
る
。

⑩
農
薬
と
遺
伝
子
組
替
え
食
材
の
使
用

等
が
不
安
で
あ
る
。

⑪
食
中
毒
や
事
故
が
心
配
で
あ
る
。

⑫
財
政
的
に
町
の
負
担
が
多
く
な
る
。

2
子
供
と
給
食

①
給
食
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

教
育
効
果
(
食
文
化
及
、
交
畠
苧
の
マ
ナ
1
、

準
備
、
後
片
付
け
等
の
生
活
習
慣
等
)

が
期
待
で
き
る
。

②
し
つ
け
、
マ
ナ
ー
は
親
の
責
任
と
も

言
わ
れ
る
が
、
学
校
と
い
う
集
団
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
教
育
も
あ
る
。

③
子
ど
も
の
半
数
近
く
は
給
食
を
望
ま

な
い
結
果
も
あ
る
が
、
そ
の
理
由
が
、

嫌
い
な
も
の
が
出
る
、
遊
び
時
間
が
な

く
な
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
給
食
を

否
定
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
。

④
平
均
寿
命
が
延
び
高
齢
化
が
進
む
現

状
で
は
、
よ
り
健
康
に
老
後
を
過
ご
す

た
め
に
は
、
子
ど
も
の
時
か
ら
食
の
而

で
教
育
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

⑤
皆
ん
な
で
楽
し
く
同
じ
も
の
が
食
べ

ら
れ
る
。

⑥
弁
当
を
持
っ
て
こ
ら
れ
な
い
子
ど
も

に
と
っ
て
は
、
給
食
が
必
要
で
あ
る
。

⑦
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
。

③
給
食
に
な
じ
め
る
か
が
心
配
で
あ
る
。

⑨
唇
一
休
み
が
ゆ
っ
く
り
と
れ
な
い
。
特

に
遅
い
子
ど
も
は
休
み
時
聞
が
無
く
な

る。
3
保
護
者
と
給
食

①
母
親
が
働
き
に
出
る
家
庭
が
多
く
な
っ

て
い
る
現
在
、
学
校
給
食
は
絶
対
必
要

で
あ
る
。

②
火
性
の
社
会
進
出
は
め
ざ
ま
し
く
、

そ
の
職
場
・
職
域
も
広
範
で
あ
る
現
代

社
会
で
、
弁
当
を
作
る
こ
と
に
よ
る
親

(
特
に
女
性
)
の
負
担
は
か
な
り
大
き

‘
ν
 

③
給
食
実
施
で
、
朝
食
の
充
実
や
ゆ
と

り
が
期
待
で
き
る
が
、
同
時
に
手
抜
き

が
進
む
こ
と
も
予
測
さ
れ
る
。

④
給
食
が
な
い
こ
と
が
、
子
を
持
つ
親

に
と
っ
て
、
長
浜
町
へ
の
定
住
を
避
け

る
要
肉
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

⑤
母
子
・
父
子
家
庭
を
含
め
、
祖
父
母

に
よ
る
弁
当
守
つ
く
り
の
実
例
も
あ
り
、

せ
め
て
昼
食
だ
け
で
も
と
の
切
実
な
願

い
を
持
つ
家
庭
も
現
実
に
あ
る
。

⑥
町
P
連
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に

よ
る
と
、
殆
ど
の
保
護
者
が
必
要
で
あ

る
と
回
答
し
て
い
る
。

⑦
給
食
費
の
負
担
が
か
か
っ
て
く
る
。

③
自
分
の
子
ど
も
に
は
、
自
分
で
作
っ

た
弁
当
を
持
た
せ
た
い
と
い
う
親
が
い

る。③
お
父
さ
ん
や
高
校
生
の
弁
当
と
一
緒

に
作
れ
る
。

6 

4
教
師
と
給
食

①
給
食
を
希
望
し
て
い
る
教
師
が
多
い
。

②
教
師
と
し
て
、
弁
当
を
食
べ
る
子
ど

も
た
ち
を
兄
て
い
る
と
、
内
容
が
こ
れ

で
は
い
け
な
い
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

③
家
庭
の
事
情
で
弁
当
が
持
参
で
き
な

い
子
ど
も
は
、
そ
の
こ
と
が
学
校
に
行



き
に
く
い
原
因
に
な
っ
て
お
り
、
一
人

で
も
そ
、
つ
い
う
子
が
い
る
こ
と
は
、
義

務
教
育
の
現
場
に
あ
っ
て
は
望
ま
し
い

こ
と
で
は
な
い
。

必
学
校
給
食
が
あ
る
と
、
学
校
生
活
に

ゆ
と
り
が
な
く
な
る
。

一
川
教
育
者
と
し
て
の
教
叩
は
、
人
民
も
教

育
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

必
給
食
品
川
一
の
集
金
が
大
変
で
あ
る
0

5
地
域
瞥
給
食

①
給
食
が
な
い
こ
と
で
長
浜
町
の
性
環

境
イ
メ
ー
ジ
を
忠
く
し
て
い
る
。

ち
)
愛
情
弁
当
が
、
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
梓
な
い
の
で
は
な
い
か
り

小
川
…
一
十
校
給
食
を
考
え
る
一
方
で
、
良
材

調
達
等
で
の
地
域
振
興
に
与
え
る
有
意

義
な
効
果
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

④
給
食
の
当
事
者
の
み
で
な
く
、
地
域

位
民
の
別
解
も
必
要
で
あ
ブ
叫
C

。必γh-g
y
 

G
実
施
芳
法
と
つ
い
て

?
J
 

①
給
食
の
種
類

。
ミ
ル
ク
給
食
(
現
在
長
浜
町
が
実
施
)

一
り
一
補
食
給
食
(
劃
食
を
作
る
J

。
心
心
全
給
食

②
調
理
の
方
式

。
共
同
調
開
場
万
式
(
セ
ン
タ
ー
方
式
)

O
単
独
調
坦
場
方
式
(
自
校
方
式
)

。
親
子
万
式

⑧
経
営
方
法

。
町
肯
世

。
民
問
委
託

以
上
の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
・

方
式
が
考
え
ら
れ
る
が
、
当
委
員
会
が

先
進
地
視
察
を
行
っ
た
結
果
に
お
い
て

は
、
特
ノ
ー
が
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
て
、

残
飯
も
少
な
い
単
独
調
理
場
方
式
一
白

校
方
式
)
が
理
想
と
の
意
見
が
出
た
。

④
給
食
の
範
囲

小
学
伎
、
中
学
技
、
保
育
所
、
幼
惟

園
、
独
居
老
人
、
高
等
学
校
ま
で
範
同

を
広
げ
て
行
、

2
)と
も
考
え
ら
れ
ふ
に

岳

食

材

米
、
野
菜
、
果
物
、
白
…
ι
?
の
食
材
に

つ
い
て
、
輸
入
物
に
は
農
薬
・
そ
の
他

に
開
閉
が
あ
る
の
で
、
出
来
得
る
限
り

地
元
煮
の
た
U

刊
を
利
用
す
る
こ
と
と
し
、

そ
の
こ
と
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

私
た
ち
十
名
の
委
員
は
、
こ
の
審
読

長
員
会
を
と
お
し
て
苧
校
給
食
問
題
に

つ
い
て
、
広
範
附
な
話
し
合
い
を
行
い
、

ま
た
、
他
町
村
の
視
察
等
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
検
討
を
行
な
っ
て
き
た
。

長
浜
町
が
、
現
在
ま
で
愛
情
弁
当
を

守
っ
て
き
た
と
と
の
背
一
定
、
ま
た
、
町

y
T
A
連
合
会
が
多
年
に
わ
た
っ
て
給

た
実
施
を
強
〈
塑
ん
で
き
た
意
味
も
、

こ
の
審
議
の
中
で
よ
り
鮮
明
に
す
る
こ

轟濃町学校給j撃の在り方

に関する信創部事

10入、)
第1回会議

、li成11年 3月15U(JJ) (出席委L1 
①委員委嘱似の交付
②長浜町学校給食問題審議委員会設置要綱説明

③委員長、副委員長選任
④今後の取り組みについて

④学校給食についての議論

⑥その他について

て
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
長
浜
町
の

f
ど
も
ど
ち
の
た
め
に
予
校
給
食
は
必

要
か
円
か
の
一
点
に
絞
っ
て
陥
」
一
州
全
行
っ

た
結
果
、
過
半
数
の
委
員
が
必
要
で
あ

る
と
の
意
忠
を
示
し
た
。

以
い
い
に
よ
り
、
当
審
議
雲
口
会
は

つ
長
浜
町
学
校
給
食
の
在
り
方
」
に
つ

い
て
、
完
全
給
食
の
実
胞
が
ヂ
ま
し
い

と
の
結
論
に
述
し
た
。

10メ、)
第2回会議

平成11年 5月24日(月) (出席委員
①県内における学校給食実施状況について
②長浜町の学校給食の在り方について

③その他について

7人)

先進地視薬研修
平成11年 7月1211(月) (出席委員

①内子町立学校給食七ンター

②五十崎町立天神小学校

ん
f

後
、
学
校
完
全
給
食
の
早
期
実
現

に
向
け
て
、
格
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い

し
、
答
巾
と
す
る
。

9人)

第3田会議
平成llir9月10日(金) (出席委員

①先進地視察研修の結果について
②長浜町の学校給食の在り方について

③その他について

Fl J，ー)
第4田会議

平成11年11月151H月) (出席委片
①長浜町の学校給食の在 lJ方について(まとめ)
②その他について



めに
還で、

t，事正しく
申告書の提出は早めに

韓建
平成][年分の所初税の確定申告は、 2月16口から 3月15円までですが、期限間近になりますと税務者
は大変混雑仁、長11年間お待ちいただくようなことに令りかねま十fんピ催定申告は、できるだけ平めに泊

まぜでく犬?さし

なお、長浜町体育館での出張受付は、今年から税務署の都合によりな〈なりました。

確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

一
般
の
人

V
商
業
、
工
業
、
医
業
、
農
業
、
漁
業

な
ど
で
収
入
手
)
作
て
い
あ
人
wv
地
代
、

家
賃
、
配
当
な
ど
の
収
入
の
あ
る
人
マ

ナ
地
ヤ
建
物
を
売
っ
た
人

こ
の
也
、
平
成
十
一
年
中
に
各
種
の

所
得
金
額
の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
・

配
偶
者
控
除
・
扶
百
花
除
・
そ
の
他
の

所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
は
必

ず
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
昨
「
士
ま
で
市
生
口
義
務
の
な
か
っ

た
人
は
、
も
う
一
度
本
年
の
所
得
を
確

か
め
て
み
て
ト
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
シ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
(
給
与
所
持
者
)
の

所
得
税
は
、
午
求
調
料
」
に
よ
っ
て
精
算

さ
れ
る
の
で
、
普
通
の
場
合
は
確
定
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
人
改
申
告
7
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

マ
給
与
の
年
収
が
二
千
万
円
を
超
え
る

人
V
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ

て
い
る
人
マ
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十

万
円
を
担
え
る
人

上
手
設
納
税
相
談

納
税
相
談
閉
山
中
、
税
務
署
は
大
変

山
山
雑
し
ま
す
円
分
の
た
め
に
も
、
ま

た
、
待
っ
て
い
る
他
の
桐
談
者
の
た
め

に
も
正
し
い
申
告
を
早
く
終
わ
九
せ
た

い
も
の
で
す
。
上
手
な
相
談
を
す
る
に

は
次
の
よ
う
な
こ
〉
一
に
注
意
し
ま
し
ょ

、っ。V中
世
口
室
田
を
確
認
し
て
、

utf明
・
氏
名
・

扶
養
控
除
欄
な
ど
記
入
で
き
る
ど
こ
ろ

は
、
記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
c

マ

収
支
内
計
者
は
、
帳
簿
・
領
収
書
な
ど

か
ら
同
封
さ
れ
て
い
る
収
支
内
訳
書
の

分
か
る
と
こ
ろ
を
記
入
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

V
関
係
書
類
は
持
参
じ
ま
し
ょ

税
務
職
員
も
税
金
を
納
め
て
い
る
納

税
者
で
す
。
同
じ
納
税
者
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
相
談
〈
だ
さ
い
。

確
定
申
告
に
必
要
な
書
類

マ
巾
苫
室
田
を
お
送
り
し
て
け
る
人
壮
、

必
ず
そ
の
「
申
告
書
」
す
印
鑑
(
認
印
)

V
所
得
金
額
の
計
省
げ
で
き
る
帳
簿
記
録

な
ど
V
給
与
・
年
金
な
ど
の
あ
る
人
は
、

「
指
示
徴
収
E

E

V
医
療
控
除
を
受
け

る
人
は
、
「
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収

書
と
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額

の
明
細
者
」

V
引
去
保
険
控
除
の
あ
る

人
は
、
「
国
民
健
康
探
検
、
国
民
年
金

伝
ど
の
支
払
の
明
細
書
」

V
十
一
命
保
険

料
持
除
、
損
害
保
険
料
控
除
の
あ
る
人

は
、
「
支
払
保
険
の
証
明
言
」

V
住
宅

取
得
守
特
別
控
除
を
受
け
る
人
は
、

「
住
民
票
」
庄
の
は
旦
記
簿
謄
本
」

「
売
買
契
約
書
」
「
住
宅
取
得
資
金
に
係

ゐ
借
入
金
の
年
末
残
高
字
証
明
書
」
な

い
こ
マ
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
、
「
法

主
回
を
受
け
と
住
宅
・
家
財
の
証
明
書
」

な
ど
を
必
ず
お
忘
れ
な
く
持
参
し
て
く

だ
さ
い申
告
書
の
提
出

確
定
申
告
書
は
ご
自
分
で

記
載
し
て
郵
送
に
よ
る
提
出
を

大
洲
税
務
署
の
窓
口
に
は
、
分
か
り

ゃ
す
い
「
申
件
古
の
童
日
き
卜
ど
や
「
一
以

明
書
」
を
備
え
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
ら
を
参
考
仁
、
で
き
る
だ
け
ご
自

分
で
記
載
し
て
、
郵
送
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は

休
み
で
す
の
で
、
休
日
の
申
告
書
等
の

提
出
に
は
、
時
間
外
ポ
ス
ト
を
ど
刈
凪

く
だ
さ
い
(

九
八
品
お
、
巾
告
書
用
紙
や
分
か
り
ゃ
す

い
巾
止
い
ま
引
の
書
き
方
等
は
、
役
場
悦
厳

軍
叫
に
も
備
え
付
け
て
い
ま
J
y
の

)

利

則
く
だ
さ
い
。

特
別
減
税
の

適
用
を
お
忘
れ
な
く

平
成
十
一
年
分
の

所
得
税
に
つ
い
て
は

特
別
減
税
が
適
用
さ
れ
ま
す

人

f
H
の
目
別
減
税
は
、
定
率
減
税
で

あ
り
、
つ
ぎ
の
金
一
組
が
納
付
す
べ
き
所

得
税
調
か
ら
控
除
き
れ
ま
す
。

O
所
得
税
額
の
一
一

O
%
(
上
限
二
卜
百

万
円
ま
で
)

た
だ
し
、
特
別
減
税
額
が
、
納
付
す

べ
き
所
得
税
額
を
坦
え
る
場
合
に
つ
い

て
は
、
納
付
す
べ
き
所
得
税
額
を
減
税

の
限
度
と
し
ま
す
。

な
お
、
確
定
申
告
を
す
る
必
で
の
な

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
、
年
末
調
整

で
特
別
減
抗
弁
一
含
め
た
と
こ
ろ
で
、
税

金
が
精
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

8-

大
変
便
利
な
振
替
納
税

の
利
用
と
還
付
金
の

受
取
は
預
貯
金

口
座
振
込
で

所
得
税
の
納
税
の
方
法
に
、
銀
行
な

ど
の
預
貯
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ
J

に

納
税
す
る
振
替
納
税
の
制
度
が
あ
り
ま

寸
υ

こ
の
制
度
を
新
た
に
利
用
す
る
場

令
に
は
、
預
貯
金
発
の
金
融
機
関
又
は
、

一
同
転
の
税
務
署
に
「
預
貯
金
口
一
睡
振
替

依
頼
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
還
付
金
を
受
け
取
る
鳴
合
に

は
、
早
く
て
安
全
権
実
な
預
貯
金
口
座

振
込
を
利
川
し
て
ノ
¥
だ
さ
い
。

非
し
く
は
、
十
へ
川
税
務
署
(
哲
二
四

二
」
五
一
ま
で
お
問
い
台
わ
せ
く
だ

さ
い
。



盟T

県
畏
税
的
臨
申
告
は

一
一
一
月
十
臨
ま
で
で
す

盟

平
成
十
二
年
度
分
町
・
県
民
税

の
申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三

月
十
五
日
ま
で
で
す
の
で
、
期
限

内
に
お
忘
れ
な
く
申
告
し
て
く
だ

さ
い
Q

申
告
を
し
設
け
れ
ば

な
ら
悲
い
人

平
成
卜
二
年
一
月
一
日
現
在
、
長
浜

町
に
住
民
去
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次

の
よ
う
な
人
は
、
町
・
県
民
税
の
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

V
同
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

V
給
与
所
得
の
ほ
か
に
、
農
業
、
家
賃
、

地
代
等
の
収
入
の
あ
る
人
V
勤
務
先
か

ら
給
与
支
払
い
報
告
書
を
提
出
さ
れ
な

い
人
V
給
与
所
得
以
外
の
人
で
、
営
業

や
農
業
、
そ
の
他
の
事
業
を
行
っ
て
い

る
人
、
ま
た
は
、
雑
所
得
、
副
業
、
内

職
等
で
平
成
十
一
年
中
に
所
得
の
あ
っ

た
人申

告
に
必
要
な
書
類

wv
町
・
県
民
税
の
申
告
書
(
役
場
税
務

課
ま
た
は
申
告
会
場
に
あ
り
ま
す
。
)

マ
給
与
所
得
ま
た
は
年
金
の
場
合
は
、

源
泉
償
収
票

申
告
を

L
h拙
か
っ
た
場
合

町
・
県
民
税
の
申
告
を
し
な
か
っ
た

場
合
は
、
推
計
で
課
税
す
る
こ
と
に
な

り
、
国
民
健
康
保
険
税
等
の
軽
減
措
置

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ

た
人
は
、
町
・
県
民
税
の
申
告
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
、
町
・
県
民
税
の
申

告
相
談
に
つ
い
て
は
、
役
場
税
務
課

(
宮
五
二
一
一
一
一
・
出
二

O
四
二

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
住
-
塁
嬰
漂
霊
童
一

政
府
の
閣
議
決
定
に
よ
り
住
宅
金

融
公
庫
で
は
、
①
不
況
に
よ
る
倒
産

な
ど
勤
務
先
の
事
情
に
よ
り
返
済
が

困
難
に
な
り
、
②
年
収
倍
率
(
年
収

/
年
間
総
返
済
額
)
が
四
倍
以
下
で
、

③
返
済
条
件
の
変
更
で
今
後
の
返
済

を
継
続
で
き
る
方
に
つ
い
て
、
返
済

期
間
を
十
年
間
延
長
す
る
な
ど
の
救

済
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。
詳
細
は

返
済
中
の
金
融
機
関
、
ま
た
は
住
宅

金
融
公
庫
四
国
支
庖

(
E
O
八
七

八
二
五

O
五
一
一
)
へ

特別対議として
になります

介護保険法の丹滑裁実醸の窪め

高齢者 (65歳以仁)保険料の特別措置及び医今年の 4月から、介護保険制度が実施されますが、

療保険者対策に係る財源は、国の負担となります。

①高齢者 (65歳以上 E 第 1号被保険者)保険料の特別措置
制度の本格的なスタートに向けての助走期間と位置付けて、平成12年 4月から 9月までの半年聞
は、高齢者の保険料は徴収しないで、その分を国が負担することになります。

さらに半年が経過した、平成12年 10月からの 1年間は、高齢者の保険料を半額に軽減し、
の皆さんに新たな負担を頂くことになります。

一-_A一一一一一一一一一一一一了一

室戸面が負担不
保 l
険;
料 l

高齢者

，....， 
一〉全額負担

平成14年 4月平成13年 4月

半額負担

10月

仁二二二コ=高齢者の保険料負担

10月

②低所得者の利用者負担が軽減されます
施行時のホームヘルプサーピス利用者に対する経過措置として、介

護サービスを利用する場合は、 1割の利用負担を支払っていただくこ

とになっていますが、所得の低い方については、負担の上限を低くす

るなどの特例7う宝設けられ、それに加えて、現在ホームヘルプサービス

を利用されている所得の低い)jについては、当面 3年間は 3%にし、

その後段階的に引き卜ーげられるほか、障害者の福祉施策でホームヘル

プサービスを利用されていた方々についても、利用者負担を 3%にす

るなど、きめ細かな対策が講じられます。

10月平成12年4月

9 



骨挙

す

験料・掛金

霊験ガ
(16れます

毎年2月16日力¥ら3月15日は所得税の確定申告時期

です。国民年金保験料や国民年金基金の掛金は、所得

税の確定申告をするときに、「社会保険料控除」として、

全額が課税対象から差し引かれることになっています。

控除の対象者となるのは、平成11年1月力¥ら12月の聞に納められた保険料や掛金で、こご、自身の保R晴食料

Tや七撞卦ト金はもとより、生計を同 にする白配己イ偲毘者、その他の親族

F晴負料を納めているI場嘉合に↓は立その(保呆険料も控除の対象になります。

市古与所得者の場合は、年末調整時の「保険料等控除申告書」に記入するごとにより手続きは終わりま

すが、年末調整を受けられなかった方や申舎書に註入漏れがあった方は、住所地の税務著~=確定申告書

を彊出することにより控除が受けられます。

また、過去に納め忘れていた保R食料を納めたり、免除を受けてい7こ期間の保険料を納めた場合なども

控除の対象になりますので、忘れすに申告しましょう。

理民年金保険料や圏民年金基金の掛金は社会保険料控除として控除され

られ造

社金保

「一
倍
生
活
習
横
病
と
は

一
疾
病
の
発
抗
や
進
行
に
は
環
境
、
遺

一
伝
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
関
与
し
て

一
い
ま
す
が
、
「
食
江
田
」
「
一
連
動
習
慣
」

↑
「
休
養
の
取
り
方
」
「
し
一
と
な
ど
の
生

↑
活
習
慣
も
、
糖
尿
病
、
高
耐
圧
、
が
ん
、

一
脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
多
く
の
疾
病
の

一
発
症
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

一
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
門

一
病
気
の
予
防
対
策
は
、
次
の
よ
う
に

一
な
っ
て
い
ま
す
。

一
〈
/
次
予
防

一
健
康
を
増
進
し
発
病
を
雫
防
す
る
;
:

一
一
人
一
人
が
健
康
的
な
生
活
習
慣
を

~
臼
分
で
確
立
す
る
。

一
(
U
一
二
次
予
防

一
病
気
を
早
期
に
発
見
し
早
期
に
治

一
揮
す
る
:
:
:
健
康
珍
査
の
普
及
・
確

一
立
が
中
心

一
O
三
次
予
防

一
病
気
に
か
か
っ
た
後
の
治
癒
・
機

「・・
1
1
1
E
W

ぐ 動ン織 i隼のいて

2日主層、官 く竺くさ主二主主食 Z2三三主備7監
をの煙ロクこ六人 二 H 食ま食二とと習生たをたと習 シ復
心意・をと とーベざ、ずれ慣 i舌め E 対き慣ご1

百写書宇2rf 偽順調ハ士長 fZ主法皇宮ー語学警日 1 
た、はまれ ρ へたア式決{， l~ をよ食、ど;芝生予運入一加次、 合雑

い生忘 L あ J以仁己らk~べ~~め日う品副が i舌防動し次え予成 心持

31 Tfq衣説副島21E。;fHjJ25;29言1Ji
す病。 健 むず苛蔓副司J うま ンろ土麿「養で策活点呼 制ハ!
を 康 ~ -寸、 スえヲのなパ すを習をば のビ l

」 i坊の 歩良、:iillラ 0推慣おれ整 1) l 
一一一一日嗣唱_.._..__.._..一一.._..一一日-一日嗣ー_.....1
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ふれあい会館だより

第5囲どろんこの詩展
(野村学薗生作品畏)

野村学問園生が豊かな感性と表

現力で創作した、版画詩や詩集、

日です。〈れぐれもご注意ぐださ また、開館円に訪れる子ども向

い。 けに、「落書き板j も用意しまし

o r.ふれあい缶言板j 円客書き板」 た。これは、ベニア板二枚にポス
を設けました

ふれあい会館では、このたび会

館右側通用門に日、れあい伝言ヰ反j

を設置しました。

このf云言中反は、どなたでも自由

ターの裏などを貼ったもので、マ

ンガや化L彦頁長会、 そのf也イ可で、もヲこど

もたちに白出に落書きしていただ

こうというものです。ゆくゆくは、

その作品をまとめて展示会も予定

繭団扇などの作品が多数展示され に利用することができます。お友 しています。どうぞ、ご利用くださ

ます。皆さん、この機会にぜひご だちへの伝言や、会館への要望事 い。

鑑賞くださし」 項等、いろいろなメッセージにご

E期間] 2 月 17 目 ~3 月 2 目(月 利用ください。

曜日休館:午前 9時~午後 5時)

E場所】ふれあい会館ギャラリー

;3¥聴講い金鍾fJ¥喝の
番号知話事量

0ふれあい会館は

毎週月曜日圃国民の祝日 E 年末年
強

始(12 月 29 日 ~1 月 3 日)は休館 新しく設置されたふれあい伝言板

日括公お;:;:::::;5:'己主両伊宇部，:;:;:;:;:;:;芯況で4在宅部白出向平日平日午予記革問吉中羽田問主主百;:;:;:;:暗唱日55:吃田町?=，:;弔問均時古平沼田悶古首相2・;:::;:::;::0::0:在宅投手ザ事冊目:司司司;:;:;:;:;:;主主在高高5:;:;:;:;:州司:;，:;:司ー:λ:両極函己主唱午耳目ー・2主主主、・;:;:;:;:;:;:;在宅 耳元百一，，:;!

子どもたちに人気の落書き板

百
U一
部
す

掛

ま

1

閥

、

L
晴

糊
る
u
J
舗

-思

thv

，
ヌ
玉

樹

て

に

糊

ウ

ク

胸
部

u

m
m
h」

J

榔

む

髄

糊

あ

骨

伊
凶
出
露
首
護
団
四
富

毎年6000人の方が、白血病など

のJfn液難病にかかっています。

「骨髄液の提供(骨髄移植)J とい

うあなたの善意が、多くの患者さ

んの命を救います。

骨髄移植を成功させるためには、

患者さんと提供者(ドナー)の白

血球の型 (HLA型)を一致させ

る必要があります。この一致する

確率は兄弟姉妹聞で4人に 1人、

それ以外では数百人から数万人に

1人とまれなため、まだ多くの患

者さんが骨髄移植を受けられない

でいます。

全国でドナー奇録30万人を目標

に、骨髄パンクへの登録を呼びか

けています。愛媛県では、「骨髄

パンク登録窓口」を次のとおり開

設していますので、 20オから50才

までの健康な方の登録をお願し、し

ます。登録は腕からの約10の採決

11 

;新刊情報です~長浜町立図書館~

ですみ、費用はかかりません。

【登鐸窓口】 O八幡浜中央保健所

(J¥r幡浜市北浜1-3-37:宮0894-22-

4111) 0愛媛県骨髄データセンター

(松山市高岡町80-1:愛媛県赤十

字血液センター内:宮089-973-07

00) .・・事前に予約をお願いします。
伊搬出・:;:~;~:・主主主主掛臨時淵:*~~:・主蹴2忠蹴3京主蹴::::占淀お応:::;技お妓5芯波主3京::=繍;

g冬の省エネjんレギ一は
喜 一人ひとりの心がlすから

。暖房中の室温は200C以下に設定

し、不必要なエアコンの使用を控

え、電気こたつを効率的に使用し

ましょう!

書名

。ふだん着の温泉

。暖房機器の付けっぱなし、入浴

H寺シャワーのr疋しつは?なし、弓二必、

要なテレビの付けっぱなし、電気

製品の主電源の入りっぱなしなど

はないですか 7

0給湯温度を低くし、冷蔵庫、洗

濯機、掃除機を効率的に使用しま

しょう!

。白熱電球から蛍光灯へ付け替え

るほか、照明はこまめに消灯を!

Oお昼休みなどには、エレベータ一、

照明の一時停止を!

。自動車利用をできるだけ自粛し、

f走法人白車五車の利用を!

著者

NHK出比反
z韓併 P

。人生あせることはない 香川芳子

。二度めの結婚 亀 111 早苗

O親になること親であること 笹出哲夫

。きものを楽しむ

。いじめ

市田ひろみ

河合 洋



E

一審

mw
金
盟
火
災
予
鴎
運
動

3
丹
1
1
7
自

三
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は
春

の
全
国
火
災
予
防
運
動
で
す
。
こ

の
時
期
、
各
地
の
消
防
機
関
で
は
、

防
火
講
演
会
や
消
防
訓
締
、
防
火

指
導
、
住
宅
防
火
診
断
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
行
事
に
積
極
的

に
参
加
し
、
自
分
の
家
や
地
域
を

火
災
か
ら
守
る
知
識
や
技
術
を
、

ぜ
ひ
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
。

A
凹
小
さ
な
火
に
も
戸
惑
を
つ
け
て

空
気
の
乾
燥
と
強
風
で

被
害
が
大
き
〈
な
り
や
す
い

春
は
降
水
量
が
少
な
く
、
空
気
が
乾

燥
し
て
お
り
、
強
風
が
吹
く
と
い
っ
た

気
象
条
件
の
た
め
、
火
災
が
発
生
し
た

と
き
の
被
害
が
大
き
く
な
り
や
す
い
傾

向
が
あ
り
ま
す
。

平
成
十
年
、
春
の
時
期
(
一
一
丁
五
月
)

に
発
生
し
た
火
災
件
数
は
一
万
五
千
八

百
八
件
で
、
年
間
火
災
件
数
の
二
九
・

0
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
春
の

行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
屋
外
で
の
活
動
が
増

え
る
こ
と
も
あ
り
、
住
宅
火
災
だ
け
で

な
く
、
林
野
火
災
が
最
も
多
く
な
る
時

期
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

出
火
原
因
は
日
常
の
中

も
う
一
度
、
防
火
の
確
認
を

「
ま
さ
か
、
、
っ
ち
が
火
事
に
な
る
な
ん

て
」
。
不
幸
に
も
家
族
を
亡
く
し
た
り
、

家
を
失
っ
た
り
し
た
人

た
ち
は
、
口
を
そ
ろ
え

て
一
二
一
口
い
ま
す
。

し
か
し
、
出
火
原
因

を
見
て
み
る
と
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
は
、
た
ば
こ

や
た
き
火
、
ガ
ス
こ
ん

ろ
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
、

日
常
生
活
の
中
の
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
に
よ
る

も
の
な
の
で
す
。

火
災
に
「
ま
さ
か
」

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う

一
度
、
「
寝
た
ば
こ
は

し
な
い
」
「
揚
げ
物
の

と
き
に
は
火
の
そ
ば
を

離
れ
な
い
」
「
ス
ト
ー

ブ
の
付
近
に
干
し
物
を

し
な
い
」
な
ど
、
防
火

の
基
本
を
実
行
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

スト ブの上の洗たく物
スト ブの前のスブレ缶など

資
料

日
本
防
火
協
会
発
行
「
そ
の
と
き
ど
う
す
る

防
火
サ
ハ
イ
バ
ル
読
本
」

関…きのf間番
ボ
ヤ
な
ど
の
小
さ
な
火
災

で
も
、
発
見
し
た
ら
、

1
1

9
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

1
1
9
香
に
通
報
す
る
と
、

最
寄
り
の
消
防
本
部
の
司
令

室
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

左
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
で
、

で
き
る
だ
け
正
確
に
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

牢
携
帯
電
話
や

P
H
S
か
ら
の

1
1

9
1常
通
報
は
、
一
部
の
地
域
で
使
用

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
c

ま
た
、

通
報
地
点
と
離
れ
た
地
域
の
消
防
機

関
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

つ
な
が
っ
た
ら
、
現
在
地
を
正
確
に

伝
え
て
く
だ
さ
い
。
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①火災が起こったことを知らせる

②出火場所を伝える(住所や目印になる建物なと)

③火災の大きさ(何が燃えているのか。建物の場合は

建物の種類、燃えている階も伝えます)

{④逃げ遅れた人やけが人がいるか

⑤通報者の名前園電話番号



ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一
昨
嘆
十
エ
年
戒
人
課

ー
新
成
入
者
百
一
二
十
人

1

一
月
十
日
、
長
浜
町
中
央
公
民
館
で

J

「
成
十
一
一
年
成
人
式
が
行
わ
れ
、
町
内

の
新
成
人
者
男
子
七
十
四
人
、
女
子
五

十
六
人
の
計
口
一
二
十
人
か
成
人
式
を
迎

苧
↓
ん
ま
し
た

な
お
、
剥
成
人
者
の
氏
名
は
次
の
と

(
敬
称
略
)

J
イ
l
v長
浜
地
区
(
判
人
)

友
揮
祐
治
、
宮
岡
孝
次
、
柳
生
や
司
、

松
本
直
子
、
捕
上
郁
代
、
ヒ
川
河
子
、

石
村
ミ
ト
ゥ
ラ
、
重
松
治
彦
、
今
村
文

明
、
上
回
佳
太
、
森
隼
人
、
水
出
瑞
穂
、

浦
上
孝
太
、
坂
本
尚
一
一
主
、
玉
井
健
太
郎
、

矢
野
上
昌
代
、
坤
井
瑞
穂
、
久
保
旧
ミ

チ
ル
、
中
上
山
一
川
、
備
本
真
也
、
福
川

訓
子
、
菊
池
寛
(
弓
、
谷
口
陪
志
、
島
上

文
、
紙
本
一
棚
田
子
、
凶
田
文
枝
、
一
一
一
伏
古

典
、
片
山
勇
、
新
田
隆
則
、
高
崎
浩
一
二

戎
映
里
美
、
松
凶
明
史
、
石
田
村
代
、

神
田
忠
、
久
保
真
巾
美
、
山
下
樹
、
武

川
友
た
、
清
田
和
宏
、
福
本
奈
子
、
上

中
亮
、
武
田
火
叫

沖
浦
地
区
(
口
人
)

加
藤
一
向
、
明
智
盲
パ
弓
、
松
本
一
n一
、
明
智

陽
平
、
一
宮
桂
祐
、
漆
賢
、
山
出
義
明
、

大
井
幸
紀
、
新
山
隆
、
清
水
「
春
、
福

岡
信
一
、

k
杉
浩

今
坊
地
区

(
7
人
)

深
井
比
代
、
後
藤
早
苗
、
松
十
裕
美
、

宮
田
裕
子
、
池
田
直
行
、
松
岡
寛
幸
、

前
同
盟
里

櫛
生
地
区
(
叩
人
)

点
目
一
公
仁
子
、
五
介
一
夫
件
、
児
玉
辰
仁
、

坂
田
古
、
松
浦
史
明
、
植
杉
山
附
、
棲
本

T

川
、
丘
(
多
育
美
、
清
水
位
太
、
西
岡
相

也
出
海
地
区

(
8
人
)

松
本
祐
樹
、
堀
田
拓
児
、
豊
田
理
枝
子
、

垣
内
扱
失
、
水
田
桂
一
、
後
藤
祐
樹

大
和
地
区
(
幻
人
)

渡
壁
睦
美
、
日
出
品
彦
、
厄
上
向
川
芥
県
、

話発表HT7福本船ん

書いのことIH述べ3上田酎ん百発表~iTう宮田裕子自ん

松
岡
み
ゆ
き
、
村
上
こ
ず
え
、
中
見
洋

捻
、
井
上
京
子
、
白
石
英
私
、
小
西
歓

降
、
矢
野
順
子
、
川
出
千
春
、
菊
地
保

志
、
二
川
一
二
佳
、
中
川
智
史
、
白
石
貴

之
、
日
野
山
久
、
石
内
修
、
一
一
宮
本
宏
、

菊
池
党
次
、
菊
池
誠
、
川
元
典
子
、
菊

地
啓
忠
、
和
昨
日
佳
織
、
新
覚
、
油
田

政
悟
、
中
川
椴
太
郎
、
仙
川
井
絵
美

豊
茂
地
区
(
門
人
)

宇
都
宮
千
口
町
、
西
山
英
幸
、
二
一
副
叫
品
、

千
町
長
樹
、
福
本
剛
、
藤
田
享
子
、
増

川
敏
和
、
神
野
順
一
、
村
上
健
司
、
山

川
よ
帆
子
、
楠
野
秀
和

白
滝
地
震
(
刊
人
)

佐
野
絵
里
加
、
城
戸
隆
志
、
門
市
司
会
、
門

町
松
明
、
上

m啓
、
出
村
安
那
、
成
田

美
奈
子
、
尾
ト
芳
之
、
冨
永
恵
美
、
奥

野
陽
子
、
山
崎
健
一
一

戒
州
地
区

(
2
人
)

西
山
俊
明
、
山
本
次
朗

柴
地
区

(
3
人
)

注
弘
引
札
、
田
上
久
走
子
、
谷
口
直
美

このように、 7種分別と収集の有料化はごみ処

刊行政に一定の効果が見られたもの止与えていま

jか、 11又集の現場を同ってみますと、 部の心な

い人々のため、ルールi主)えのごみがn:(!~-ししていた

り、 1[1同部の谷間や、海岸沿いの 11[;8_、あるいは

町、，'J巴ーの駐車帯などご不法に折てられたご、みを見か

けることカ五ありま 4，~ 

白分の周り;三(Jが、山分の車内だけがきれし Aに

なlL(;f'よいの℃しょうか。私たち 7うす仰を拡えって

「長浜は美しい問jで -4 と言えるよう、みん〆与の

努力が欠かせい士/し
美しい抗出"11_"

111] I長浜J
を子ども

たちの世

ftfニヲ|き
事注ぐこと

カ宮、 ごオ工

力、 C)σ)-}又

きな目f禁
です。

旧交を温め合う新成人の皆さん

県道沿いに不法投棄されたごみ(上老松)

寺島龍轄の町防護むい電電撃か?
ζ みの 7種分別と有料収集を始めて 1年が過ぎ

ました{主民の皆さんにはごみ出しルールの突然

の疫反fとイjギトイヒにとまどいを感じられた)Jも多かっ

たと思し、ます。

その卜、収集範囲の拡大とごみ種別が増えたこ

とで、収集時間にずれがあったり、正しく分別さ

れているにもかかわらず肇告シールを貼ったりと、

収集|時に迷惑をおかけすることも多くありました。

けれども故近では、ほとん庁の1]仁ルーJレを守っ

てごみを出していただき、大きな混乱もなく収集

寸ることカfできょc)ようになりましたc

また、昨年を振り返ってみますと、各3創立から

のご、み排，'tl景;土IliJi:十に比べ約25%減少しており、

これまでごみとして処分されていたものが、任原、

としてリサイク yしされました。

これからも、長Tさんのご協力を得な7う、ら、ごみ
の減量化とリサイクルに漬極的に取り組み、環境

会守り美しい町となるよう努力 L/とし斗と考えてい
ま-~一。
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巨
大
門
松
登
場
1

巨
大
門
松
の
飾
り
付
け
を
行
う
参
加
者

ー
¥
山
制
労
会
川
口
ら
が
投
開

I

十
一
一
月
十
二
日
、
山

Lm叫
J

八
今
日
リ
目
白
一
心
、
ハ
二
、

i
j
|
/し

l
i
j
L
l

L

向
さ
約
1

ハ

m
、
上
ム
日
山

F

ヲ

一

日

]

〉

(

¥

円
J

キ一

E
口

U
Iプ
「

松
が
お
目
見
え
し
た
。

こ
れ
は
、
出
海
地
区
の
有
志
で
構
成

す
る
出
勢
会
(
鈴
木
与
造
会
長
)
の
会

員
ら
が
、
今
一

0
0
0年
を
迎
え
る
地
区

の
シ
ン
ボ
ル
に
し
よ
う
と
企
画
、

J
U

が
か
り
で
製
作
し
た
ら
ぴ

こ
の
日
、
作
業
へ
の
参
加
者
は
約
十

五
人
。
早
朝
か
ら
門
松
の
材
料
と
な
る

タ
ケ
や
ウ
メ
、
マ
ツ
な
ど
を
持
ち
寄
り
、

来
る
べ
き
新
年
へ
の
期
待
を
胸
に
抱
き

な
が
ら
、
一
生
懸
命
飾
り
付
け
を
行
っ

て
い
た
。

楽
し
く
学
ぼ
う

f

、
、
ノ
櫛
生
地
一
以
一
人
権
ク
リ
ス
マ
ス
ー

十
二
月
二
十
四
日
、
櫛
生
小
学
校
体

リ

」与kdフ

長浜高校生徒による人権紙芝居

育
館
で
人
権
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

が
開
催
さ
れ
、
地
域
の
児
童
・
生
徒
や

保
護
者
ら
、
約
七
十
人
が
参
加
し
た
。

ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
人
権
に
つ
い

て
学
習
し
、
仲
周
づ
く
り
を
進
め
よ
う

と
実
施
さ
れ
た
今
回
の
パ
ー
テ
ィ
ー
。

参
加
者
は
、
長
浜
高
校
生
徒
に
よ
る

人
権
紙
芝
居
や
、
エ
イ
ズ
山
知
識
を
正

し
く
理
解
す
ろ
た
め
の
す
ご
ろ
く
ゲ
ー

ム
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
ク
の
ギ
タ

i
引

き
語
り
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
有
意

義
な
ク
リ
ス
マ
ス
の
ひ
と
と
き
を
過
ご

J

た。盤
上
の
し
の
ぎ
合
い

ー
新
春
囲
碁
大
会
;

一
月
二
日
、
ふ
れ
あ
い
会
飢
で
第
六

十
九
回
新
春
回
碁
大
会
が
開
催
さ
れ
、

町
内
外
の
囲
碁
愛
好
者
ら
二
十
八
人
が

参
加
し
た
。

な
お
、
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

(
敬
称
略
)

同
碁
A
級

{
優
勝
一
尿
木
健
市
(
大
洲
市
)

{
準
優
勝
一
谷
岡
照
基
(
呈
茂
)

{
第
三
位
一
槙
尾
博
承
(
松
山
市
)

囲
碁

B
級

七
草
粥
で
健
康
増
進
を

ー
親
子
で
野
草
に
親
し
む
ん
4
1ノ

一
月
十
六
巳
、
出
海
地
区
で
恒
例
の

{
優
勝
一
一
色
壮
一
(
長
浜
)

一
準
慢
牒
一
絹
地
惇
(
櫛
生
)

一
千
壮
一
安
永
徳
雄
(
松
前
町
)

七草粥作りに挑戦する子どもたち

ー
ど
ん
ど
焼
き
」
と
「
平
成
十
一
年
度

羽
子
で
肝
不
に
親
し
む
会
」
と
が
同
日

開
催
さ
れ
、
地
域
の
児
童
や
保
護
者
ら

約
百
人
が
参
加
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

早
朝
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
符
ら
は
、
持

ち
寄
っ
た
し
め
飾
り
な
ど
を
燃
や
し
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
や
一
炎
に
止
し
た
c

引
き

続
き
、
閣
同
一
の
日
ん
ぼ
を
回
っ
て
集
め

ど
じ
草
を
材
料
に
七
草
粥
作
り
を
開
始
。

地
域
住
民
ら
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
子

と
も
た
む
も
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
お
粥

什
り
に
抗
政
し
た
。
参
加
者
ら
は
、
こ

の
一
午
の
加
…
病
息
災
の
願
い
を
込
め
な

が
ら
、
で
き
あ
が
っ
た
ホ
カ
ホ
カ
の
お

粥
を
お
い
し
そ
う
に
頬
ば
っ
て
い

真剣な表情で盤に向かう参加者たち

嘉一一足
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白

書ャー
?言電

せ
い
ろ

庖
頭
に
湯
気
立
つ
蒸
龍
紅
葉
茶

E

岩

本

勝

義

ひ
さ
ぴ
さ
と
蒲
団
な
ら
べ
て
娘
と
話
す

久

保

礼

子

病
院
を
出
で
錦
秋
の
小
に
入
る

柴

中

年

条

天
高
し
寄
進
瓦
に

f
の
名
書
く

清

ぶ

禎

子

拾
ひ
て
は
捨
つ
る
落
葉
を
又
拾
ふ

上

同

学

子

秋
う
ら
ら
五
つ
鹿
の
足
軽
や
か
に

平

井

松

P
J

見
返
り
の
橋
に
蔭
お
く
紅
葉
か
な

一

(

円

菊

江

紅
つ
け
て
や
っ
ぱ
り
拭
ひ
て
午
忘
れ

都

築

い

ち

子

山
件
直
伴
の
子
を
抱
き
起
=
」

L
Hん
る
亥
子
揖

谷

本

一

善

ヨミ

H
H

白
滝
小
学
校
U

雪
だ
る
ま
と
け
ず
に
残
っ
て
明
日
ま
で

六

年

大

野

孝

太

白
い
き
り
上
に
青
空
か
く
し
て
る

六

年

門

田

奈

緒

美

か
ぜ
ひ
い
て
ね
こ
と
い
っ
し
ょ
に
九
く

な

る

六

年

鎌

田

岨

沙

ま

山
の
い
れ
の
衣
を
ぬ
が
す
冬
の
風

六

午

鎌

田

千

忠

美



葉
が
溶
ち
て
雪
か
か
わ
り
に
杭
に
つ
く
お
は
よ
う
と
あ
い
さ
つ
の
前
に
向
い
息

六

年

上

崎

寛

恵

六

年

松

岡

佑

ぶ

朗

う
さ
ぎ
か
ら
バ
ト
ン
を
わ
た
さ
れ
也
が
空
気
中
日
比
え
な
い
氷
が
張
っ
て
い
る

来

る

六

年

柏

崎

由

里

山

川

六

年

矢

野

組

子

日
が
覚
め
て
雪
が
持
っ
て
る
お
は
よ
う
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
土
に
も
ぐ
り
で
あ
っ
た

と

六

年

瀧

川

佳

寿

記

か

そ

、

っ

六

年

山

本

利

明

冬
の
朝
風
が
ビ
ュ
!
と
首
す
く
む
寒
く
て
も
体
が
燃
え
る
雪
白
戦

六

年

村

反

希

六

年

渡

造

可

奈

子

向
日
葵
の
花
の
よ
う
に
大
き
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、

「
葵
一
と
名
付
け
ま
し
た
。

た
く
ま
し
く
、
心
的
濠
し
い
男
の
子
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

れ
一
ま
一
生
一
口
μ

・

ヨ
u

一

ηノ
』

ん

月
一
2

一

年成
一
平
一

(
父
量
敬
さ
ん
・
母
u
u
容
下
さ
ん
)
一

んえ」土品一
，
r
¥

ヘ
}
ノ
刀

ν森

かを審くら
あおい

葵ちゃん
F耳

品
向
聞
出
T石田

し
も
が
お
り
山
も
ほ
う
し
を
か
ぶ
っ
て

出

正

大

る

ノ¥

年

凶

年

久

此

智

裕

き
り
の
海
も
ぐ
っ
て
い
け
ば
小
学
技

四

年

一

日

下

友

里

き
り
た
ら
は
何
で
も
川
せ
る
マ
ジ
シ
ャ

ン

さ

五

年

宇

都

宮

持

得

売
だ
る
ま
外
で
か
山
中
一
ひ
き
か
わ
い
そ
う

六
年
一
円

1
i

法

子

受賞された宇都宮さん

長浜高校美術部

よ〉v 

H

戒
川
小
学
校
H

山
み
ち
を
歩
い
て
か
さ
こ
そ
お
ち
ば
の

こ

え

二

年

二

宵

葵

山
の
木
に
い
ろ
い
ろ
な
色
ふ
り
か
け
る

州安配
宇
都
宮
吉
幸
さ
ん
料

品

鵡

蜘

常

識

1
全

国

民

生

委

員

児

童

帯

数地
委
員
連
ム
日
会
長
表
彰
l

糾

ト
一
川

l
七
日
、
畏
軒
県
で
開
催
さ

れ
た
第
六
十
八
回
全
国
民
生
児
童
委
員

た
会

ω席
上
、

C
茂
の
宇
都
宮
古
幸
さ

ん
(
七
二
J

は
、
多
年
に
わ
た
り
民
生

委
員
協
議
会
総
務
と
し
て
尽
力
さ
れ
た

功
結
に
よ
り
、
全
同
民
生
委
員
児
童
委

員
連
合
会
長
去
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

I / 

μ
~
¥
 

置用7囲拡北方領土の自
日露通好集約が締結されたのが之月7日 (1855年)である
ことから、昭和56:1981)年か5毎年2月7己を北方領土の
日と定めています。北方領土は、歴史的にも国際的諸廠り決

めに照5しても、わが国固有の領ヰです。

く総務庁〉
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寄
付
採
納

O
柴
の
藤
原
誠
徳
さ
ん
・・
・現
金
五
万
円

を
白
滝
小
学
校
へ

。

印刷 (イi)岸本印刷平成12年 2月l日発行平成12年 2月号広報ながはま

千ャイILドシートG)
圃a国図回〈警察庁〉

平成12年 4月 1日から、自動車
の運転者は、チャイルドシートを

使用しない 6才未満の幼児を同乗
させてはならないこととされ、違

反者には基礎点数1点が付される
こととなります。

今月のトップは中嶋博文さん
・博美さんのカップル

喝P
結

婚

お
〈
や
み

ロ
月
届
出
分

(敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

白長

美文

浜滝

白

滝
下
須
戒

櫛

生

櫛

生

長

浜
長

浜

長

浜

長

浜

沖

浦
長

浜

白

滝

ム聞櫨石

山

池

本

高

崎
浦

上
紙

本

松

栄
佐
々
木

大

橋

山

下
~ ~ 

巴呂

宮
子
(
七
四
)

亀
久
雄
(
九
四
)

政
春
(
七
七
)

玉
喜
(
八
二
)

シ
カ
ヨ
(
九
七
)

一
(
八
六
)

勲
(
八
三
)

正
子
(
七
二
)

徳
之
助
(
八
二
)

博
(
六
三
)

明
(
七
九
)

一
(
七
七
)

勝
(
八
六
)

ぃ編
段
犠
議
惨
一周
γ

町
定
見
語
句
，e
っ
と
い
い
話

冷
え
込
み
が
厳
し
い
冬
の
朝
。
肱
川

沿
い
で
は
嵐
が
吹
き
荒
び
、

立
っ
て
い

る
の
が
辛
い
ほ
ど
で
す
。

そ
ん
な
朝
の
通
勤
途
上
、
車
中
か
ら

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
前
に
立
っ
て
い

る
二
人
の
お
ば
あ
さ
ん
を
見
か
け
ま
し

た
。
年
齢
は
七
十
歳
過
ぎ
で
し
ょ
う
か
。

前
に
は
燃
え
る
ご
み
の
指
定
袋
が
あ
り
、

口
が
聞
い
て
い
ま
す
。
ど
う
や
ら
一
人

の
お
ば
あ
さ
ん
が
も
う
一
人
の
ご
み
袋

を
の
ぞ
き
込
ん
で
、
間
違
っ
て
分
別
さ

れ
た
ご
み
を
分
け
直
し
て
説
明
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

七
種
分
別
と
有
料
収
集
は
、
私
た
ち

に
と
っ
て
も
や
や
こ
し
く
、
と
も
す
れ

ば
間
違
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

厳
し
い
寒
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
親
切
に

説
明
し
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
を
見
て
、

2月 1日から生活習慣病予防週

間カサ台まり、 3日は節分、 4日は

立春だ。未だ春にはほど遠く寒い

が、立春以後の寒さを余寒とか春

寒とか言って春の前触れとしたの
ぺ，~じノ"

は昔人の知恵であろう 。

節分は冬と春の分かれ目で、寺

社では悪魔を追い払う追慨が行わ

れ、民間では「福は内、鬼は外」

と唱えて豆 をまく 。今では、筆者

の子どもの頃ほどには行われない

ようだが、時に、辻などに豆と小

銭がまかれているのを見かける。
ひいh ざ

昔は、その上門口に鰯の頭や柊の

枝を差したりしたが、今は全くと

言ってよいほど見かけない。

私事で恐縮だが、節分は筆者の

結婚記念日なので、56年前のこの

日が懐かしし、。 その翌年8月15日
て ~だんと う

に終戦となったが、戦場で榔弾筒

の砲弾に見まわれ、大阪では焼夷
又三1" しょうし1"

弾の雨で家財を焼尽された筆者に

は、今のこの家だけが残された財

産で、しかも結婚式を挙げた家だ

からなお懐かしし、。久保田万太郎

に「節分や灰をならしてしづごこ

ろ」というちょっと艶めいた句が

あるが、そんな境地で迎えた節分

も幾年かあったな、などとの思い

に耳尤る。

明ければ立春。 1月10日の成人

の日は多くの20歳が世に巣立った。

いわば人生の立春だ。栄光の将来
せつ

あれと祈るや切である。

ロ
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分
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辺
村

小中

) 11 II(鳥

十専 t専

お
誕
生
お
め
で
と
う
刀

ロ
月
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分

(敬
称
附
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住

所

子
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氏

名

保

譲
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名

康字瑞字
之官希急

長穂

J兵積J

上菊
田地

章信

次吾

田

善繁延
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皆さんのご協力に感謝します

七
種
分
別
と
有
料
化
が
時
代
の
要
請
と

し
て
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
は
い

え
、
ち
ょ
っ
と
感
動
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

一
年
も

経
た
ず
順
調
な
の
は
、
こ
ん
な
人
々
の

努
力
に
よ
る
も
の
と
、
あ
ら
た
め
て
ご

み
処
理
問
題
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た

一
日

で

し

た

。

(

や

)

人口・世帯数のうごき

12月末現在 前月との比較

9，935人 22人減
J人 lコ (男 4，684人) (男13人減)

女 5，251人 女 9人減

也市干数 3，630世術 l世帯地


